
Ⅳ－3. 研究成果，各種メディアへの寄稿および講演 

 

CBC が各教員へ実施した調査に回答があった分のみ掲載しています。 
（氏名五十音順） 

氏 名 主催・メディア名等 巻号/日付 テーマ・タイトル 

海老名 誠 

『小樽學』 
4月号- 

3月号 
地域経済 6-17 経済を読む（寄稿） 

テレビ北海道 

4月 3日 

5月 29日 

6月 19日 

7月 10日 

8月 7日 

9月 25日 

10月 9日 

11月 6日 

12月 25日 

1月 22日 

2月 19日 

3月 26日 

けいざいナビ北海道（コメンテーター） 

北海道新聞 

 6月 15日 

10月 5日 

2月 22日 

読者と道新委員会（委員） 

『北海道新聞』 9月 11日 

小樽の魅力弱点あり イメージと実態に大き

な差 樽商大ビジネス創造センター長海老名

さんに聞く 

『朝日新聞』 9月 23日 
巨大市場浸透に壁（昇竜 vs.道流 中国と北海

道（中））（コメント） 

花岡ユリ子道議事務

所 
10月 9日 

経済シンポジウム「小樽の魅力を全国発信」

（パネリスト） 

小樽港貿易振興協議

会 他 
10月 27日 

対岸貿易セミナー「上海万博がもたらしたもの

～上海市の概況」（コーディネーター） 

『朝日新聞』 11月 1日 外資との距離探る：開発進むニセコ（コメント） 

札幌消費者協会 12月 7日 
市民向け公開講座「北海道の発展はアジアと共

に！」(講演) 

北海道フロンティア

経営塾 
1月 28日 

世界から注目される北海道/いま求められるグ

ローバル人材（講演） 

フジテレビ 1月 9日 新報道2001（コメンテーター） 

北海道 2月 15日 
北海道国際対応力強化フォーラム（基調講演・

パネルディスカッションコーディネーター） 

ＮＨＫ札幌 2月 18日 
北海道クローズアップ「流入"アジアマネー"

共存はできるか」（コメンテーター） 

ＴＰＰ問題を考える

道民シンポジウム実

行委員会 

3月 8日 
ともに考えよう「この国のかたち」ＴＰＰ問題

を考える道民シンポジウム（パネリスト） 

『小樽商工会議所会

報 Sea Port Waltz』 
3月号 

大きく変貌する小樽を元気にするのは（小樽商

大ビジネス・ワンポイント）（寄稿）(p.27) 

『きらっと小樽』 
Vol.30 

(3月) 

小樽はまち全体がビジネス市民全体の協力が

不可欠：小樽商科大学ビジネス創造センター長

海老名誠さんにインタビュー(p.2) 



加藤 敬太 

経営史学会関東部会 9月 18日 
老舗企業のマネジメント―老舗企業における

戦略行動の経時的分析―（学会報告） 

名古屋市立大学大学

院経済学研究科 ク

ラスターセミナー 

11月 5日 
老舗企業の戦略行動のマネジメント―愛知県

における老舗企業の事例―（講演） 

木村 泰知 

『第 24回人工知能 

学会全国大会論 

文集』 

No. 

2J2--NFC 

2--3 

木村 泰知, 渋木 英潔, 高丸 圭一, 小林 哲

朗, 森  辰則：北海道を対象とした地方議員と

住民間の協働支援システムのユーザインター

フェース評価（共著） 

『知能と情報』（日

本知能情報ファジィ

学会誌） 

 Vol. 22, 

No.6  

(12月) 

桝井 文人，ジェプカ ラファウ，木村 泰知，

福本 淳一，荒木 建治：WWW活用による語の比

喩的素描手法（共著）(pp.707-719) 

『都市経済研究年

報』pp.74-86 
10 11月 

高丸 圭一・木村 泰知：栃木県の地方議会会議

録における整文についての基礎分析― 本会議

のウェブ配信と会議録との比較―（共著） 

『電子情報通信学会

技 術 研 究 報 告 』

110(142)  pp.7-12 

 7月 

乙武 北斗，渋木 英潔，木村 泰知，高丸 圭一，

森 辰則：地方議会会議録における政治的カテ

ゴリの自動推定手法の提案（共著） 

『言語処理学会第17

回年次大会論文集』 
 

齋藤 誠, 大城 卓, 菅原 晃平, 永井 隆広, 渋

木 英潔, 木村 泰知, 森 辰則：地方議会会議

録の収集とコーパスの構築（共著）(pp.2-21) 

小林 友彦 

『EU学会年報』 
 31号 

(4月) 

柴山 千里，小林 友彦：「EU によるアンチダ

ンピング措置の最新動向の分析：規律強化と積

極利用の同時進行」（共著）（査読あり）（論

文） 

『協同組合奨励研究

報告』  

 

第 36輯

(11月) 

農業のグローバル化に対応する JA の役割の研

究―農産品へのアンチダンピング措置に注目

して―（査読なし）（論文）(pp.95-108) 

国際法研究会（京都

大学） 
6月 5日 

多数国間協定の改正手続に関する現代的論点

―WTO協定における『一括受諾』の位置づけを

題材にして―（学会発表） 

『平成 22 年度外務

省政策評価書（平成

21年度に実施した施

策に係る評価書）・施

策レベル評価版』 

8月 

「Ⅱ－４－１ 多角的自由貿易体制の維持・強

化と経済連携の推進」・「第三者評価」欄（その

他）(p.246) 

『法律時報』 
82巻 13号

(12月) 

鶴田 順, 小林 友彦：「国際法 (特集 二〇一〇

年学界回顧)」（共著）(pp.242-248) 

『国際法外交雑誌』 
109巻 2号

(5月) 

（書評）小寺彰編著『国際投資協定 : 仲裁に

よる法的保護』（三省堂、2010年）(pp.99-103) 

小島 陽介 『商学討究』 

第 61巻

第 2-3号

(12月) 

第 61巻

第 4号(3

月) 

教唆行為における正犯の所為の特定性に関す

る考察(1-2完) 

近藤 公彦 

（つづく） 
テレビ北海道 

4月 22日 

11月 13日 

2月 5日 

「けいざいナビ北海道」（コメンテーター） 



近藤 公彦 

（つづき） 

（つづく） 

日本商業学会第 60

回全国研究大会 

同報告論

集（5月） 

業態研究のフロンティア− 革新の組織能力の

視点から− （研究報告・論文） 

（株）東光ストア・

東光ストアテナント

会共催講演会 

6月 2日 
北海道小売商業の行方− 札幌圏を中心に−（講

演） 

『観光会議ほっかい

どう』 
2010・夏号 大丸札幌店が好調の理由（インタビュー） 

『朝日新聞』 7月 30日 
（百貨店は変わったか 札幌の攻防：上）訪れ

るたび、違う楽しさ（インタビュー） 

日本マーケティング

協会「第 10回エグゼ

クティブ・マーケテ

ィング・コース」 

7月 30日 
リレーションシップ・マーケティングの展開−

コトラーの向こう側− （講演） 

（財）北海道中小企

業総合支援センター 

8月 4日 

8月 27日 

9月 9日 

開業間近な方・開業間もない方の起業塾（講演） 

帯広畜産大学アグリ

バイオ人材育成事業 

8月 24日 

－25日 
マーケティングⅠ・Ⅱ（講義） 

TOPPAN INNOVATION 

2010 in Hokkaido 
9月 10日 

顧客フォーカスのマーケティング− コトラー

の向こう側− （講演） 

JAカレッジ戦略型人

材育成研修 

9月 13日 

－14日 
マーケティング戦略（講演・ケース分析演習） 

（社）日本マーケテ

ィング協会のセミナ

ー「マーケティング

アカデミー2010」ア

ドバンスコース 

10月 4日 

10月 18日 

10月 25日 

11月 1日 

11月 8日 

11月 15日 

11月 22日 

11月 29日 

（全 8回） 

ケース分析演習（アシックス、 ハイアール・

ジャパン、サントリーの伊右衛門、花王のアジ

エンス、ソメスサドル、 パナソニック、  良

品計画） 

（社）日本マーケテ

ィング協会のセミナ

ー「マーケティング

アカデミー2010」ベ

ーシックコース 

10月 7日 
事例で学ぶ マーケティングのエッセンス（講

演） 

『しゃりばり』 11月号 
狸小路（札幌）の魅力発掘はコミュニケーショ

ンから始まる（インタビュー） 

Bio-S フード・サイ

エンスカレッジ 第

8 回 健康食品のブ

ランド構築 

11月 12日 マーケティングとブランド構築（講演） 

（社）日本マーケテ

ィング協会北海道支

部 設立20周年記念

シンポジウム 

11月 17日 
街づくりとマーケティング（パネルディスカッ

ション・コーディネイター） 

トステム(株)ビルダ

ーズワークショップ 
1月 18日 

戦略的ブランディング− いかに優れたブラン

ドを構築するか− （講演） 



 

近藤 公彦 

（つづき） 

北海道フロンティア

経営塾グローバル経

営人財育成セミナー 

2月 9日 マーケティングマネジメント（講演） 

帯広信金地域経営塾 2月 21日 
事例で学ぶマーケティングのエッセンス− 顧

客フォーカスのマーケティング− （講演） 

小樽商科大学ビジネ

ス創造センターＣＢ

Ｃセミナー 

2月 23日 
i-vacsによる地域活性化の取り組み ～狸小路

商店街を舞台として～（講演） 

小樽商科大学ビジネ

ス創造センター産学

官連携研究成果報告

会 

3月 22日 
i-vacsによる地域活性化の取り組み ～狸小路

商店街を舞台として～（講演） 

（有）ナレッジプラ

ザ札幌ビジネス塾 
3月 14日 顧客フォーカスのマーケティング（講演） 

北海道緑の産業再生

協議会 
3月 

『道産木製品マーケティング戦略の基本方針』

（報告書） 

澤田 芳郎 

『小松左京マガジ 

ン』pp.37-41 

第 37巻 

(4月) 

DVDブック『カラコルム／花嫁の峰チョゴリザ』

の刊行に携わって（インタビュー） 

『共通教育通信』 
第 14巻 

(4月) 

授業紹介 5 一般科目 :A 群  映像制作論

(pp.14-13) 

『日本経済新聞』 
5月 29日

夕刊東京 
よみがえったフィルム（コラムうたた寝） 

産学連携学会第 8 回

大会 
6月 24日 

産学連携の風俗産業モデル（金多隆氏と共同発

表）／ 

地方自治体主導の産学連携プロジェクトに生

じるコンフリクト（大堤智子氏と共同発表） 

キャリアバンク・読

売新聞北海道支社

「朝活」 

8月 21日 
出来るオトナを目指して～コーディネート＆

プロデュース～（講演） 

北しりべし定住自立

圏共生ビジョン懇談

会 

10月 
『北しりべし定住自立圏共生ビジョンに関す

る提言』（報告書） 

『小樽商工会議所会

報 Sea Port Waltz』 

第 437号 

(1月) 

北しりべし定住自立圏共生ビジョン懇談会に

参加して（小樽商大ビジネス・ワンポイント）

（寄稿）(p.35) 

産学官連携のための 

新潟県大学等ネット 

ワーク連絡会（UCON） 

「シンポジウム 産 

 学 官 連 携 を考 

 え る 

3月 7日 産学官連携で地域振興は可能か？（講演） 

北大リサーチ＆ビジ

ネスパーク推進協議

会「北大リサーチ＆

ビジネスパーク セ

ミナー」 

3月 15日 

産学連携におけるコーディネータの役割～企

業と大学の接点を考える～（講演） 

我が社の事業展開と産学連携（事例発表座長） 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%BE%AE%C3%AE%BE%A6%B2%CA%C2%E7%B3%D8�
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%BE%AE%C3%AE%BE%A6%B2%CA%C2%E7%B3%D8�


 

辻 義人 

日本教育工学会設立

25周年記念シンポジ

ウム 

6月 19日 
私の教育工学研究～この 10 年の潮流を踏まえ

て（講演） 

日本教育心理学会第

52回総会 
8月 27日 

大学生の資格取得意識と学習活動の関連性の

検討－大学間・学年間における学習方略の比較

－（学会発表） 

読み手を意識した作文の指導によるメタ認知

の変容（学会発表） 

第 60回東北・北海道

地区大学一般教育研

究会 

 

9月 2日 

大人数グループワーク科目は初年次生に何を

もたらすか？－初年次教育とキャリア教育の

両立を目指す試み－（学会発表） 

第 5 回札幌学院大学

FD研修会 
3月 9日 

大人数グループワーク科目は初年次生に何を

もたらすか？ －運営体制の構築と教育効果

の検証－（講演） 

中村 秀雄 

国際商事法研究所

（於：東京、大阪） 

6月 18日 

（東京） 

10月 15日 

（大阪） 

2月 14日

（東京）  

英文契約書作成キーポイントセミナー 

さっぽろ雇用創出推

進協議会「食品業界

グローバル人材育成

講座」（於：札幌） 

8月 19日 

10月 14日 
国際取引入門 

『小樽商工会議所会

報』 
11月号 

チャレンジ国際取引（続）（小樽商大ビジネス

ワンポイント） 

北洋銀行『調査レポ

ート』 
8-10月号 国際取引成功のヒント（1-3） 

北海道総合政策部知

事室国際課 
3月発効 

「北海道国際化推進指針 世界に翔ばたく北

海道創造を目指して」 

＊北海道国際化推進委員会委員長としてとり

まとめたもの 

『国際私法年報』 
12号 

(3月) 
ウィーン売買条約と国際取引契約実務 

『商学討究』 
61巻 1号 

(7月) 

北海道の元気な国際企業に学ぶ、海外取引成功

の秘訣（１）株式会社エフ･イー（２）KCM エ

ンジニアリング株式会社 

『商学討究』 
61巻 4号 

(3月) 

北海道の元気な国際企業に学ぶ、海外取引成功

の秘訣（３）帝北自動車株式会社（４）株式会

社北海道ワイン 

花輪 啓一 

（つづく） 

大塚製薬株式会社

「ポカリスェット誕

生 30周年記念講演」 

5月 19日 誰もが危険、熱中症の新常識 

中央労働災害防止協

会「熱中症予防セミ

ナー」 

6月 18日 
北海道における熱中症発生の事例と予防対策

について 



 

花輪 啓一 

（つづき） 

日本産業衛生学会

「産業保健生涯教育

ガイドライン 具体

的な良好事例（ＧＰ

Ｓ）」 

10月 28日 
介護・看護における「NO LIFING」と「NO 

SPOOPING」―車椅子からベットへの移乗― 

北海道理学療法士学

術大会 
11月 6日 運動における BCAA摂取の効果（講演座長） 

Ibrahim 

Farouck 

World Conference on 

E-Learning in 

 Corporate,  

Government,  

Healthcare, and 

Higher Education 

ELEARN 2010 

10月 20日 

A case study of the effect of online content 

difficulty in collaborative learning 

communities in college education 

 

深田 秀実 
『情報処理学会研究

報告』 

Vol. 

IS-115，

No.13 

（3月） 

深田秀実，船木達也，兒玉松男，宮下直也，大

津 晶：画像認識型AR技術を用いた観光情報提

供システムの提案(pp.1-8) 

福重 八恵 

Proceedings of 

World Conference on 

Educational 

Multimedia, 

Hypermedia & 

Telecommunications   

ED-MEDIA 

 2010 

“Mobile Communication Effects for Health 

Care Education”（論文）(pp. 556-560) 

第 48 回全国大学保

健管理研究集会 

10月 20日 

-21日 

「モバイルコミュニケーションシステムを利

用した体重コントロール指導の経験」（ポスタ

ー） 

第 57 回日本学校保

健学会 

11月 27日

-28日 

「大学における教科教育と健康教育の統合化

の試み」（学会報告） 

2011モバイル学会シ

ンポジウム 

3月 10日

-11日 

「モバイルコミュニケーションシステムを利

用した大学におけるインフルエンザ予防」 

（学会報告） 

全国大学保健管理協

会機関誌『 CAMPUS 

HEALTH』 

48巻 2号

(3月) 

「モバイルコミュニケーションシステムを利

用した大学生の体重コントロール指導」 

（論文）(pp.97-102) 

南 健悟 

『北大法学論集』 

61巻 3-6

号 

(9-3月) 

企業不祥事と取締役の民事責任(1-4） 

―法令遵守体制構築義務を中心に―」（論文） 

((1): pp.1-73 (2): pp.53-113 (3): pp.1-55 

(4): pp.6-99) 

『旭川大学経済学部

紀要』 

69号 

(12月) 

「商事判例研究：運送人でもある船主の共同海

損分担請求と同人に対する堪航能力担保義務

違反に基づく損害賠償請求 」（論文）

(pp.67-82) 

『労働法律旬報』 
1737号 

(2月) 

「取締役の労働者に対する損害賠償責任―取

締役の対第三者責任規定の適用範囲」（論文）

(pp.6-24) 

『労働法律旬報』 
1737号 

(2月) 

「取締役の労働者に対する損害賠償責任―南

論文を素材に」（座談会）(pp.25-39) 



『小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz』連載「小樽商大ビジネス・ワンポイント」 

 
ビジネス創造センターでは、平成 20年 7月より『小樽商工会議所会報 Sea Port Waltz』

に「小樽商大ビジネス・ワンポイント」の連載をはじめました。 

毎号センターのスタッフがそれぞれの知見を生かして，小樽の現状や活性化に関するア

ドバイス等を寄稿し，会員企業の経営や街づくりに有益な情報を提供しています。 

 

平成 22 年度連載リスト 

 
号 執筆者 タ イ ト ル 

 5 月号（第 433号） 大津 晶 「『交流人口』をふやして小樽を元気にしよう 

 7 月号（第 434号） 木村 泰知 リアルタイムの「つぶやき」をどのように使いますか？ 

 9 月号（第 435号） 深田 秀実 観光を「情報」という視点でとらえてみよう 

11 月号（第 436号） 中村 秀雄 チャレンジ国際取引（続） 

 1 月号（第 437号） 澤田 芳郎 北しりべし定住自立圏共生ビジョン懇談会に参加して 

 3 月号（第 438号） 海老名 誠 大きく変貌する小樽を元気にするのは 

 
 
 
 
 

 


